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1.北海道デジタル人材育成推進協議会の取組

主な
取組

2.デジタル人材育成機能の強化 【取組2】

（1）カリキュラムの強化
①「既存PBLケースバンク」の設置、及び大学・高専PBLニーズと企
業課題等のマッチングによる新規「課題解決プロジェクト」の実施
②大学等におけるデジタル関連の教育プログラムの強化 など

（2）大学等への実務家教員派遣の仕組みの構築
①実務家教員派遣希望に対する企業マッチングの実施
②実務家教員による講義の動画コンテンツの制作 など

（3）道内企業（社会人）のリスキリングの推進
・教育界のリスキリングの概要、既存人材育成メニューの情報発信
など

3.道内企業への就職促進 【取組3】

（1）道内学生と企業との接点拡大の取組
・「教員×企業」・「学生×仕事」・「学生×経営者」ほっかいどう
デジタル人材 【つなぐ】 就職促進パッケージの実施
①教員向け合同企業説明会「教員×企業」
②実践的インターンシップ「学生×仕事」
③焚火トーク「学生×経営者」
・北海道大学実施のプログラムとの連携 など

（2）U・I・Jターン希望者への情報発信

⚫ 北海道経済産業局は、産業界、教育機関、行政機関等で構成する「北海道デジタル人材育成

推進協議会」を2023年3月に設置（地域ブロックでは全国唯一）。

⚫ 本協議会では、デジタル田園都市国家構想で掲げる、2026年度末までにデジタル人材230万人

育成に寄与するために、北海道から優秀なデジタル人材を数多く輩出するとともに、今後の道内デ

ジタル産業の発展のためにこれら人材の地元就職も強化。

1.デジタル人材のターゲティングとカリキュラムの検討 【取組1】

「産業界が求める人材」と「教育界が育てる人材」のマッチング及び本協議会で
扱うデジタル人材像の設定

双方人材像・ニーズの
適合性の確認・可視化・調整

4.参画機関のネットワーク強化・提供プログラムの相互活用 【取組4】
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教
育
機
関

1 国立大学法人北海道大学

2 国立大学法人室蘭工業大学

3 国立大学法人北海道国立大学機構小樽商科大学

4 国立大学法人北海道国立大学機構帯広畜産大学

5 国立大学法人旭川医科大学

6 国立大学法人北海道国立大学機構北見工業大学

7 公立はこだて未来大学

8 公立千歳科学技術大学

9 札幌市立大学

10 旭川市立大学

11 札幌大学

12 札幌学院大学

13 北海学園大学

14 北海道科学大学

15 北海道情報大学

教
育
機
関

16 北星学園大学

17 函館工業高等専門学校

18 苫小牧工業高等専門学校

19 釧路工業高等専門学校

20 旭川工業高等専門学校

産
業
界

21 北海道経済連合会

22 一般社団法人北海道商工会議所連合会

23 一般社団法人北海道IT推進協会

24 一般社団法人北海道機械工業会

25 公益財団法人北海道科学技術総合振興センター

行
政
機
関

26 北海道

27 札幌市

28 文部科学省（高等教育局 専門教育課）

29 経済産業省（商務情報政策局 情報技術利用促進課）

事務局 経済産業省北海道経済産業局（地域経済部 製造・情報産業課）

※2025年3月6日現在

参画機関一覧（順不同）



2024年度取組報告
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①「既存PBLケースバンク」の設置
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２. デジタル人材育成機能の強化【取組２】 

• 本協議会に参画する大学・高専における
既存PBLの情報を収集・整理し、2025
年度の新規PBL希望調査に合わせて、
2024年10月2日から公開

• サイト名は「北海道PBLケースバンク」
• 本協議会参画機関への限定公開
• ５校７講義分を掲載（2025年3月6日現在）

室蘭工業大学
情報学PBL演習

計算機システム特論

北見工業大学

情報通信・データサイエ
ンスリサーチ

プログラミング入門Ⅲ

はこだて
未来大学

システム情報科学実習

札幌大学 データサイエンス演習Ⅱ

北海道大学 課題解決プロジェクト

• ケースバンクへの掲載は随時対応



〈資料1〉「北海道PBLケースバンク」掲載内容（一部抜粋）
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《2024年度の実績》 １校２講義 学生20名受講

②大学・高専PBLニーズと企業課題等のマッチング
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学校名 講義名 開講日 対象 実課題提供企業名

北海道大学

課題解決

プロジェクト

6月12日、6月19日、

6月26日、7月3日
博士課程

大学院生

萩原建設工業（株）（帯広市）

6月5日、6月12日、

6月19日、6月26日、

7月3日

日本電気（株）北海道支社（札幌市）及びデジタル・ガ

バメント推進統括部（東京都）

課題解決

プロジェクト
2月20日、2月21日

博士課程

大学院生

日本電気（株）北海道支社（札幌市）及びデジタル・ガ

バメント推進統括部（東京都）、NECソリューションイノベー

タ（株）北海道支社（札幌市）、FPTジャパンホールディ

ングス（株）札幌ニアショア開発センター（札幌市）

《2025年度の希望講義》 ２校２講義 学生40名受講予定

学校名 講義名 前期/後期 対象 新規/継続

北海道大学 課題解決プロジェクト 後期 博士課程大学院生 継続

苫小牧工業高等専門学校 宇宙科学概論 前期 第4学年 新規

【参考】日本電気（株）が本取組を紹介した記事
https://wisdom.nec.com/ja/feature/government/2024102101/index.html

２. デジタル人材育成機能の強化【取組２】 

https://wisdom.nec.com/ja/feature/government/2024102101/index.html
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〈資料2〉大学・高専PBLニーズと企業課題等のマッチング アンケート結果

• 学生は、施策提案の一連の流れを体験できたなどと回答しており、企業参画によるPBL
の学習効果は高いものがあった。また、PBL内での学生と企業との双方向性が企業理解
のきっかけとなったとコメントがあり、学生の企業に対する関心を高める効果も。

• 一方、企業はPBLを行うにあたって、提供する内容の難易度が適切か、企業の業種と受
講生の専門との間にある溝をどう埋めるかなど、情報提供内容について不安が見られた。

【学生アンケート結果】

（人）

（人）

（人）

（人）

※本結果は、2講義分のア
ンケート結果を単純に積み
上げたものです。そのため、
講義ごとに内容やレベルが
異なり、また受講した学生
もそれぞれ異なることから、
直截的な解釈は避け、参考
値としてご覧ください。



《2024年度の実績》 ６校８講義 学生795名受講

③大学・高専への実務家教員の派遣に係るマッチング（2024年度）
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学校名 講義名 開講日 対象 実務家教員派遣企業名

北海道大学 データ活用入門A 8月6日
学部2～４年次

（大学院生）

日本電気（株）

北海道支社(札幌市)

北見工業大学

情報セキュリティ基礎
6月5日

7月3日
学部2年次 北海道ガス（株）(札幌市)

情報セキュリティ特論 6月24日 博士前期課程1年次 （株）澄川工作所(北広島市)

ソフトウェア工学 11月21日
情報デザイン・コミュニケー

ション工学コース 学部3年次
（株）インセンブル(札幌市)

北海学園大学 計算機実習Ⅱ
10月18日

10月31日
学部2年次

NECソリューションイノベータ（株）

北海道支社（札幌市）

北海道科学大学 ソフトウェア工学Ⅱ 1月8日
工学部情報工学科

3年次

（株）エルムデータ（札幌市）

雪印メグミルク北海道支社（札幌市）

苫小牧工業高等

専門学校

道内DX企業見学会

＜資料４＞参照
2月13日 第２～３学年

石屋製菓（株）（札幌市）

伊藤組土建（株）（札幌市）

旭川工業高等

専門学校
数理・データサイエンス

2月5日

2月7日
第３学年 エコモット（株）（札幌市）

【参考】北海学園大学HPでの紹介記事

２. デジタル人材育成機能の強化【取組２】 

北海道科学大学HPでの紹介記事 苫小牧高専HPでの紹介記事

https://eng.hgu.jp/archives/6453.html
https://www.hus.ac.jp/news/detail/756cd7dd7115a4254d77ffb624421bd579aa2728-18901/
https://www.tomakomai-ct.ac.jp/news/single/20843


③大学・高専への実務家教員の派遣に係るマッチング（2025年度）
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《2025年度の希望講義》 7校12講義 学生1,195名受講予定
学校名 講義名 前期/後期 対象

北海道大学 データ活用入門A 前期 学部２～４年次

室蘭工業大学 情報セキュリティ特論 前期 博士前期課程１年次・２年次

北見工業大学

情報セキュリティ基礎 前期 学部２年次

情報セキュリティ特論 前期 博士前期課程１年次

PythonプログラミングⅡ 前期 情報デザイン・コミュニケーション工学コース 学部３年次

ソフトウェア工学 後期 情報デザイン・コミュニケーション工学コース 学部３年次

北海学園大学 基礎演習 前期 学部１年次

北海道科学大学

AI入門 前期 工学部情報工学科２年次

ソフトウェア工学Ⅱ 後期 工学部情報工学科３年次

データサイエンス 後期 情報科学部情報科学科１年次

苫小牧工業高等専門学校 道内DX企業見学会 後期 第３学年

旭川工業高等専門学校 数理・データサイエンス 後期 第３学年

※実務家教員派遣の希望はあるものの、新年度の時間割等が決まっていないことから提出を見送った大学・高専が複数あり。
2025年度に改めて実施する希望調査においてマッチング予定。

２. デジタル人材育成機能の強化【取組２】 
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〈資料3〉大学・高専への実務家教員の派遣に係るマッチング アンケート結果

※本結果は、8講義分のアン
ケート結果を単純に積み上げ
たものです。そのため、講義
ごとに内容やレベルが異なり、
また受講した学生もそれぞれ
異なることから、直截的な解
釈は避け、参考値としてご覧
ください。

• 学生の講義への参加・学習意欲を高めたなどの結果が得られ、大学等が期待した講義内
容を実務家教員が提供することができ、当初の目的を果たすことができた。また、企業
の実際の取組や事例が企業への関心を高めるといった効果も見られた。

• 一方、企業は、特に事前準備に課題を感じており、講義レベルを合わせるための打合せ
やデモ講義など、企業と大学等との事前調整が必要である。

【学生アンケート結果】



日時 2025年2月13日(木)

場所
内容

• 石屋製菓（株） 北広島工場
➢ ⽩い恋人のDX オートメーション製造ライン など
• 伊藤組土建（株） 最上トンネル工事
➢ トンネル工事におけるデジタル空間を活用した

MR（複合現実）事例 など

参加
学生

• 2・3年生のうち、参加者20名
• 学科は機械系、都市環境系、応用化学・生物
系、電気電子系、情報科学・工学系と様々

※参加学生は、数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度
（応用基礎レベル）のカリキュラムの受講生

• 苫小牧工業高等専門学校からの要望を受け、同校のカリキュラムの強化及び企業との接点づくり
を⽬的に「道内DX 企業見学会」をモデル開催。

• ２社の現場を見学し、学生がデジタル技術に触れることで、実践的なデータサイエンス技術の理
解促進を図る。企業見学会後には、当該企業へのインターンシップにつなげることで、企業や業
界への理解を深め、道内企業への就職促進も図る。

• 学生の理解度・満足度は非常に高かった。また、企業への興味・関心を高められ、インターン
シップにつながる兆しも見られた。

AI・DS講義 DX企業見学会 インターン

カリキュラム強化と道内企業への就職促進をシームレスに結びつける取組

就職

石屋製菓（株）

【参考】伊藤組土建が本取組を紹介した記事
https://www.itogumi.co.jp/news/detail.php?eid=00389

伊藤組土建（株）

〈資料4〉苫小牧工業高等専門学校「道内DX企業見学会」

※本結果は、見学先2社のアンケート結果を単純に積み上げたものです。見学内容が異なるため、
直截的な解釈は避け、参考値としてご覧ください。 11

＜学生のコメント＞
•今回の見学会を通して、
見学先の企業に興味が湧
いたため。

•社員の話しを聞いて、雰
囲気が良さそうと感じた
ため。

【参加学生へのアンケート結果】

のべ 19 名

見学先2社への
インターンシップ希望者数

＜学生のコメント＞
•今まで視野に入れていな
かった分野であったが、
今回の見学で企業に興味
を持った。

•実際に見たことで、企業
がどのような活動を行っ
ているのかが、具体的に
理解できたため。

https://www.itogumi.co.jp/news/detail.php?eid=00389


④道内企業（社会人）のリスキリングの推進
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（ア）北海道大学デジタルリスキリングプログラム(DREP)

目的
地域における人材全体のデジタルスキルレベ
ルの底上げとデジタル中核人材の育成

講義
メニュー

4ステージ・5コースで構成
①ステージ１：デジタルリテラシーコース
②ステージ２：データ活用演習コース
③ステージ３：AI演習コース
④ステージ４‐１：地域課題解決コース(1)
⑤ステージ４‐２：地域課題解決コース(2) 
※①は数理・データサイエンス・AI教育強化
拠点コンソーシアムのカリキュラムに準拠

※①〜③はデジタルスキルの底上げ/オンデ
マンド形式。④⑤は学生もしくは教員と共
に受講生がデータを活用し課題解決に取り
組むことでデジタル中核人材を育成/オフ
ライン形式

※④⑤は①〜③の修了生が対象
※2024年10月1日からDREPサイト開設、受講開始

登録状況

協定締結数：65企業・団体
受講登録者数：2,130名

※当協議会経由申込数：14企業・団体
（2025年2月28日時点）

（イ）経済産業省「マナビDX」「マナビDX Quest」

目的
地域企業・産業のDXの実現に向けたデジ
タル人材の育成

講義
メニュー

①「マナビDX」
民間企業が提供するするe-ラーニングコ

ンテンツのポータルサイト
②「マナビDX Quest」ケーススタディ
教育プログラム
課題解決のプロセスを疑似体験するオン

ライン教育プログラム
③「マナビDX Quest」地域企業協働プロ
グラム
受講生がチームを作り、実際の企業の課

題解決に取り組む研修プログラム

※③は、原則②の修了生が対象

詳細は＜資料5＞参照

受講状況
②：全国2,442名が受講、うち道内は36名

全国受講者のうち社会人の割合90.8％
③：全国516名が受講、うち道内は9名

２. デジタル人材育成機能の強化【取組２】 



＜資料５＞経済産業省「マナビDX」、「マナビDX Quest」について
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• デジタル田園都市国家構想の実現に向け、地域企業のDXを推進するデジタル人材を育成するプ
ラットフォームを構築し、企業内人材（特にユーザー企業）や個人のリスキリングを推進。

• 民間企業等が提供する教育コンテンツ・講座を一元的に集約・提示するポータルサイト「マナビ
DX」の整備に加えて、「マナビDX Quest」 （ケーススタディ教育プログラム及び地域企業協働プ
ログラム）を提供し、DXを推進する実践人材を育成。

＜デジタル人材育成プラットフォーム＞

（３層）地域企業協働プログラム
デ
ジ
タ
ル
人
材

ビジネス
アーキテクト

データサイ
エンティスト

ソフトウエア
エンジニア

デザイナー

（２層）ケーススタディ教育プログラム
➢ データ付きのケーススタディ教材を用い、受講生

同士の学び合いを通じて、課題解決のプロセスを疑似体
験するオンライン教育プログラム。 

サイバー
セキュリティ

社
会
人
・
学
生

➢地域企業と協働し、実際の企業の課題解決にチームで
取り組むプログラム。 

地域・企業・大学

協力・支援

➢ デジタル人材に求められるスキルを自ら学べるよう、スキル標準
に対応した教育コンテンツを提示。

➢ 厚労省の助成対象コンテンツを多数掲載。

（１層）オンライン教育サイト

スキル標準



①道内学生と企業との接点拡大への取組

14

３. 道内企業への就職促進【取組３】

• 「道内企業をあまり知らない」などを理由に、大学生・高専生が道外へ流出。
• 道内企業の認知度向上を⽬的とした企業・経営者・教員・学生との接点づくりを
「ほっかいどうデジタル人材 【つなぐ】 就職促進パッケージ」として実施し、相
乗効果を狙う。
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■オンライン事前研修 講師

  キャリアフォローアカデミー（株）

  国家資格

2級キャリア

コンサルティ

ング技能士

  藤塚 優子 氏

• 企業と教員の接点づくりは、産業界及び教育界の双方から強いニーズあり。
• 学生にとっても就職活動方法が多様化する中、身近に相談できる教職員の存在は依然として重要。
• 2023年度は、企業と教職員を対象とした合同企業説明会をオンラインで実施（8校・18社が参加）。
• 2024年度は、昨年度実施時に行ったアンケートの結果を踏まえ、取組内容の見直しを行うととも
に、規模を拡大して開催（オンライン開催、10校・25社が参加）。

合同企業説明会に向けた
事前サポート

合同企業説明会の開催
企業と教職員の

さらなる接点づくり

① 本説明会の参加企業を対象に企業の強みを
明確に伝えるためのオンライン事前研修を実
施（講師は右下参照）。

▼＜オンライン研修会＞
テーマ「学生・教職員を惹きつけるプレゼン方法」
・8月22日（木）
・デジタル人材を採用したい道内企業

25社が参加
▼＜オンライン個別相談会＞
プレゼン資料の添削などに講師が個別対応
・9月5日（木）
・上記オンライン研修を受講した企業のうち
個別相談を希望した5社が参加

② 教職員を対象に企業の基礎情報をまとめた
資料を事前に配布

① 企業と教職員を対象とした合同
企業説明会をオンライン実施

▼「自社のデジタル化・DXの取組
や新卒者への期待」等を説明
・9月25日（水）、26日（木）
・オンライン開催
・参加企業：25社＜資料7＞参照

・参加教職員
協議会参画の大学・高専の
教員・就職担当職員など
参加数：10校・17名

①企業と教職員が相互に連絡
を取れるよう、連絡先一覧
を共有

②教職員ができる限り多くの
企業の説明を聴講できるよ
う、アーカイブ配信を実施

②教員向け合同企業説明会「教員×企業」
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企業 教職員

• 企業と教職員双方で有効性を確認でき、道内企業と教職員の接点づくりに貢献。企業の高い満足
度は、オンライン事前研修が既存企業説明資料等の改善に寄与したことが一因と考えられる。

• ただし、企業からは「教職員の反応がわからない」、「参加者の反応を見ながら説明を進めたい」等
の意見があり、開催方法を再度検討する必要がある。

〈資料６〉教員向け合同企業説明会「教員×企業」 アンケート結果

企業 教職員



＜資料7＞教員向け合同企業説明会タイムテーブル
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オンラインルーム１（情報通信業）

時間 DAY1(9/25) DAY2(9/26)

13:00 インディゴ（株） 情報通信業 （株）つうけんアドバンスシステムズ 情報通信業

13:30 （株）インプル 情報通信業 （株）ドコモCS北海道 情報通信業

14:00 （株）HDC 情報通信業 フュージョン（株） 情報通信業

14:30 （株）AIS北海道 情報通信業 北洋システム開発（株） 情報通信業

15:00 エコモット（株） 情報通信業 ほくでん情報テクノロジー（株） 情報通信業

15:30 （株）キットアライブ 情報通信業 （株）北海道キューブシステム 情報通信業

16:00 （株）シイエヌエス北海道 情報通信業 （株）ミクロスソフトウェア 情報通信業

16:30 ダットジャパン（株） 情報通信業 （株）メディア・マジック 情報通信業

17:00 （株）流研 情報通信業 ー ー

オンラインルーム2（情報通信業以外の業種）

時間 DAY1(9/25) DAY2(9/26)

13:00 伊藤組土建（株） 建設業 ー ー

13:30 シンセメック（株） 製造業 北海道旅客鉄道（株） 運輸業・郵便業

14:00 （株）NICHIJO 製造業 北海道イシダ（株） 卸売業・小売業

14:30 北ガスジェネックス（株）
電気・ガス・熱供給・
水道業

（株）エルムデータ
その他（電子機器
製造業）

15:00 北ガスフレアスト（株）
電気・ガス・熱供給・
水道業

ー ー

※参加企業の所在地は、石狩市に本社を置くシンセメック（株）以外は、すべて札幌市



内容 ⼀般的なインターンシップとは⽬的を異にした「職場・職業体験」（デジタル、DX業務）を中長期的に行うプログラム

参加企業 （株）プリズム・メディカル（札幌市） （株）メディア・マジック（札幌市） 東興アイテック（株）（函館市）

参加学生 北海学園大学大学院修士1年 1名 北海道科学大学 学部1年 1名 募集中

コーディ
ネータ

• コーディネータは、NPO法人北海道エンブリッジ 代表理事 浜中裕之氏
• 学生募集前に企業側のプログラムづくりをサポート
• 実施期間中も事務局と連携し、学生及び企業をサポート

本インターン
シップの特徴

• 1か月程度、企業の魅力的なプログラムを通じて学生が実践的な「職場や職業の体験」を実施。
• コーディネータが企業のプログラムの構築と学生募集要項の作成をサポート。
• また、中長期間のインターンシップのノウハウを短期インターンシップにも活用可能。
• 学生は社会に出て働く貴重な経験を得ることで、自身のスキルアップにつなげることが期待できる。
• 学生募集は、協議会に参画している大学・高専の教職員等を通じて周知。
• プログラム実施期間中は、コーディネータが企業と学生をサポート。

18

• ⾸都圏で行われているインターンシップは、プログラムの⽬的・内容が明確で、学生が習得でき

るスキル等がイメージしやすい。これが理由で学生の道外流出が起こっているのではないか。

• この状況を踏まえ、一般的なインターンシップとは⽬的を異にした「職場体験」と、参加学生の

スキルアップに重きを置いた中⻑期的なプログラムを実施（3社参加、現在2社で実施中）。

• 企業側は学生との早期接点の創出、インターンシップノウハウの取得、学生を受け入れることで

の企業の研修プログラムの構築の場として活用。

③実践的インターンシップ「学生×仕事」
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企業のプログラム構築・
学生募集要項作成支援

学生募集要項を
教育機関へ提供

実践的インターン
シップ実施

• 参加企業と打合せを実施し、イン
ターンシッププログラムの構築と、
募集要項作成をサポート

• インターンシップ受入時の面接や受
入後の学生対応に関するポイントを
レクチャー

• 本協議会参画の大学・高専で
の幅広い全学周知と、教員か
らの直接的な声がけによる個
別周知により学生を募集

• 約1ヶ月の受入
• プログラム実施期間中も、
企業及び学生のサポートを
実施

実際のプロ
グラム紹介

（株）プリズム・メディカル
「医療×デジタルで医療現場の未来を拓く！ 皆さんが学校で学んだ経験とデジタルツールを、ソフトウェア開発
現場の“本物”のプログラミング研修を通してスキルアップしませんか？」

内容：自社の業務をモデルにしたアプリケーションの開発プロジェクトに取り組む

（株）メディア・マジック
「ITエンジニアを⽬指そう！皆さんが学校で学んだ経験とアイデアを活かし、システム開発現場の“本物”のアプ
リ開発研修を通してスキルアップしませんか？」

内容：リアルタイムでメッセージをやり取りできるチャットアプリの開発を体験

東興アイテック（株）
「建設×デジタルで未来を拓く！ 皆さんが学校で学んだ経験と各種デジタルツールを使って実際の企業のデジ
タル化・DXを社員と⼀緒に進めませんか？」

内容：資材在庫管理をデジタル化し、業務効率化を目指すアイデアソン型プログラム

③実践的インターンシップ「学生×仕事」
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〈資料8〉実践的インターンシップ「学生×仕事」学生募集要項の紹介



地域 日時・場所 参加学生 参加企業（経営層） 共催

札幌

2024年7月21日（日）

北海道経済センター8階

第3会議室

※強風のため、屋外の会場で

焚火ができず、室内に変更。

北海道大学

室蘭工業大学

千歳科学技術大学

札幌大学

北海学園大学

4名

1名

1名

3名

3名

システムデザイン開発(株)

トダテック（株）

丸美珈琲（有）

（株）ヤブシタ

札幌商工会議所青
年部

北見

2024年10月24日（木）

北見工業大学 駐車場

※北見市の地域性を活かし

「焼肉トーク」として開催

北見工業大学 15名

（株）システムサプライ

（合）Fertility

（株）Rogical

北見商工会議所、

北見商工会議所青

年部、北見地域

DX推進ラボ

函館
2024年11月5日（火）

JUNファームキャンプ場

北海道大学 水産学部

はこだて未来大学

函館工業高等専門学校

1名

5名

3名

（株）エスイーシー

（株）翔大鋼業

東興アイテック（株）

（株）道南メディカル

函館商工会議所、

函館商工会議所青

年部、函館市、函

館市DX推進ラボ

• デジタル人材を採用したい道内企業の経営者とデジタル分野で活躍したい学生がより深くつなが
ることを目的に、焚⽕を囲んで本⾳で話す「焚⽕トーク」を実施。

• 2023年度の釧路市での開催結果を踏まえ、2024年度は、（一社）北海道商工会議所連合会とと
もに、札幌市、北見市、函館市で本格実施（企業11社・学生36名参加）。

• 道内中小企業への関心を高めるとともに、学生の就職に対する⽬線を地元企業に向けさせること
ができたなど、一定の成果が得られた。

21
参加学生 合計36名 参加企業 合計11社

④焚⽕トーク「学生×経営者」
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〈資料9〉焚⽕トーク「学生×経営者」 アンケート結果

• 「企業説明会では聞けない経営者の生の声や踏み込んだ話を聞くことができた」との学生からの
コメントがあり、焚火を囲んだリラックスした雰囲気づくりが好影響を与えたものと考えられる。

• この結果、多くの学生が地域の企業の多様な事業内容に興味を持つようになり、道内中小企業へ
の関心を高める結果となったものと思われる。

• 一方、経営者の満足度は高かったものの、自社の魅力をうまく伝えられなかったと感じる企業も
あり、自社の魅力をより効果的に伝える方法について再考する必要がある。

＜補足＞
参加前に「関心がな
かった」・「どちら
とも言えない」と回
答した10名のうち８
名が参加後は「関心
が高まった」と回答。

N=32 N=32

N=9

経営者

学生

学生

N=32

学生
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日時・場所 2024年10月22日（火）／オンライン開催

参加企業

（株）キットアライブ 【ソフトウェア・システム開発】

FPTニアショアジャパン（株）【ソフトウェア・システム開発】

フュージョン（株）【情報通信・専門コンサルティング】

内容

⚫移住関心層を対象に業務内容、やりがい等を紹介
⚫ 「デジタルなお仕事」をテーマとし、IT企業の業務に興
味を持つ方々が参加

⚫企業は、北海道のIT企業の独自の取り組みや、業種
の特徴・現状等について説明

主催 北海道

共催
北海道デジタル人材育成推進協議会
認定NPO法人ふるさと回帰支援センター

参加企業
アンケート
結果

・登壇企業3社は「満足」と回答
・「北海道への移住やUIターンに関心を持つ方々と直接
接することができ、自社を⼀度に多くの方にアピールする貴
重な機会となった」との回答があった

日時・場所 2025年3月1日(土)／東京都

出展企業 道内企業30社

内容

⚫北海道へのU・Iターン就職を
希望者（学生含む）を対象
に企業ごとにブースを設けて対
⾯で企業説明等を行うフェア

⚫当協議会参画の経済団体を
通じて周知

主催 北海道労働局

• 即戦力となるデジタル人材を求める企業が一定数あり、中途採用で確保することが一般的。しか
し、道内企業においては計画通りに採⽤できていない状況。

• 2024年度は、中途採用等にも対象を広げ、中途採⽤と親和性のあるU・I・Jターン希望者を対象
としたイベントを北海道とともに開催（3社参加）。併せて、イベント参加に係る周知を実施。

北海道の仕事と暮らしセミナー～デジタルなお仕事 IT企業編～ 北海道Ｕ・Ｉターンフェア2025

（出所）北海道の暮らしと仕事セミナー
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/
ss/ckk/ijukouryuu/201872.html

（出所）北海道U・Iターンフェア
https://www.hokkaido.ui-
turn2025.mhlw.go.jp/

⑤U・I・Jターン希望者への情報発信

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/ijukouryuu/201872.html
https://www.hokkaido.ui-turn2025.mhlw.go.jp/
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内容
▼2025年3月3日（月）・4日（火）開催（北海道大学 クラーク会館）

1日⽬：企業側から課題の説明、学生グループによるワークショップ（アイデアソン）及び懇親会
2日⽬：学生グループによるワークショップ（アイデアソン）、グループ発表・講評

参加企業

• （株）アクセスネット
• （⼀社）エシカルプラス
• 北⼀ミート（株）
• 広洋水産（株）
• （株）砂子組
• 大成建設（株）
• トランスコスモス（株）
• 北海道旅客鉄道（株）

（札幌市）

（釧路市）

（札幌市）

（⽩糠町）

（奈井江町）

（札幌市）

（札幌市）

（札幌市）

参加学生 ▼道内４高専（本科生・専攻科生）及び北海道大学生 計40名程度（北大生はメンター役での参加）

主催 北海道大学MDSC 共催 本協議会、北海道大学大学院情報科学研究院

（参考）2023年度の北海道大学×高専アイデアソンの様子 （出所）https://hokkaido.kosen-campus.com/2nd/

• 北海道大学は、企業からの課題に対して、道内の4つの高専の学生が解決策を考える「アイデアソ
ン」を開催（本協議会は共催）。北海道大学の学生はメンターとして参加。

• 道内高専生及び北海道大学の学生・教員と道内企業との接点を作ることを⽬的として実施。あわ
せて、プログラム内で企業の実課題解決に挑戦することから、デジタル人材の育成にも寄与。

• 本協議会に参画する経済団体を通じて募集を行い、道内企業8社が参加。

⑥北海道大学実施のプログラムとの連携（北海道大学×高専アイデアソン）

https://hokkaido.kosen-campus.com/2nd/
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• 企業の実課題を用いたPBL及び実務家教員派遣講義は、学習効果が得られており、また
2025年度は活用する校数・講義数が増えるなど、大学・高専におけるデジタル人材育
成機能の強化に寄与。

• 道内企業の認知度向上を目的に、企業・経営者・教員・学生との接点を作る道内企業へ
の就職促進事業を行い、学生の企業への関心を高めるといった効果を得た。

• 企業の中には、上記取組を組み合わせ参加する企業が9社あり、同様に複数の取組に参
加する学生も１名いた。また、実務家教員派遣講義及びPBLが、企業と教員との強い
関係性構築に寄与するとともに、インターンシップなど就職促進との連動を確認。

• 以上より、当初計画どおりに進行し、かつ有機的に機能し始めており、デジタル人材育
成機能の強化と道内企業への就職促進の取組の同時進行の有効性を確認することできた。

▼教員向け合同企業説明会×実践的インターンシップ

企業（9社）

▼実践的インターンシップ×焚火トーク

▼実践的インターンシップ×焚火トーク

学生（１名）

• （株）プリズム・メディカル（札幌市）：情報通信業
• （株）メディア・マジック（札幌市）：情報通信業

• 東興アイテック（株）（函館市）：建設業

• 北見工業大学 3年次 1名

＜参考＞当協議会事業を組み合わせて活用した企業と学生

▼実務家教員派遣講義×教員向け合同企業説明会

• エコモット（株）（札幌市）：情報通信業
• （株）エルムデータ（札幌市）：情報通信業
• 伊藤組土建（株）（札幌市）：建設業

▼教員向け合同企業説明会×U・I・Jターン

• （株）キットアライブ（札幌市）：情報通信業
• フュージョン（株）（札幌市）：情報通信業

４.定性的評価

▼PBL× U・I・Jターン
• FPTジャパンホールディングス（株）札幌ニアショア開

発センター（札幌市）：情報通信業
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５.KPIの設定に向けた提案

KPI項⽬
基準値

2023年度
⽬標値

2028年度
KPIの説明

１
道内大学・高専の情報系学
部・学科の卒業・修了者数

（参考値※1）

2,893人
（参考値※1）

3,182人

• 基準値出所：当協議会参画大学・高専の情
報系学部・学科の卒業・修了者数

• 目標値根拠：2023年度比10％増※2

２
道内大学・高専の情報系学
部・学科を卒業・修了した学
生の道内就職率

（参考値※1）

35.2％
（参考値※1）

38.7％

• 基準値出所：当協議会参画大学・高専の情
報系学部・学科を卒業・修了し、就職した
者のうち、道内企業へ就職した割合

• 目標値根拠：2023年度比10％増※2

３ 道内IT企業の従業員数 23,575人 25,587人
• 基準値出所：北海道IT推進協会「ITレポー
ト」中の「道内IT産業の従業者数」

• 目標値：2023年度比10％増※2

• 本協議会の成果を定量的に図るために、KPIを設定する。
• ⽬標の設定年次は、基準値を置く2023年度から５年後の2028年度とする。
• KPI項⽬の候補は下記のとおり。
• 本日の本会議で議論し、その結果を踏まえ、2025年度開催のワーキンググループ会議
までに設定し、公表を行う予定。

KPI設定イメージ 【取扱注意】 下記基準値は、あくまで参考値です。了承後、正式な数値に置き換えます。

（※１）参考値とした理由：基準値は各大学・高専のホームページ情報の積み上げによるもの。しかし、ホームページだけでは情報系と判別できない
場合があり、正確な数値を抽出することができなかったため、「参考値」とした。また、この基準値を基にした⽬標値もあわせて「参考値」とした。

（※２）「10％増」とした根拠：「ITレポート」中の「道内IT産業の従業者数」の過去5年間の増加数から、単年度平均値を算出（年377名増）。
⽬標年次まで毎年、同数増加することを見込むと、従業者数は25,146人、伸び率は8.1％となる。当協議会では、さらに1.9％をプラスした
10％を⽬指すこととし、「道内IT産業の従業者数」の⽬標値の根拠とする。なお、この伸び率は1及び2のKPIにも適用。



2025年度事業方針案
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2025年度事業方針案

デジタル人材育成機能の強化

(1)「既存PBLケースバンク」の活用、大学・高専PBL
ニーズと企業課題等のマッチングの継続実施

(2)大学・高専の実務家教員派遣希望に対する企業
マッチングの継続実施

(3)リスキリングに係る北海道大学等が実施するプログ
ラムとの連携

道内企業への就職促進

(1) 「教員×企業」 ・「学生×仕事」・「学生×経営者」
ほっかいどうデジタル人材 【つなぐ】 就職促進パッケー
ジの実施
①教員向け合同企業説明会「教員×企業」 
②実践的インターンシップ「学生×仕事」
③焚火トーク「学生×経営者」

(2)北海道大学等が実施するプログラムとの連携

(3)北海道へのU・I・Jターン希望者への情報発信

来年度のスケジュール（予定）

WG会議：2025年6月頃 本会議：2026年３月頃

⚫ 2025年度は、これまでの取組を継続するとともに、デジタル人材育成機能強化と道内への就職

促進を連動させた取組に着手する。また、各取組が持続可能なものとなるよう検討を進める。

参画機関のネットワーク強化・提供プログラムの相互活用

(1)協議会参画機関が実施する、デジタル人材育成に関連する情報等を発信するメルマガの継続配信
(2)協議会参画機関が提供するプログラムとの連携
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「デジタル人材育成機能の強化」 × 「道内企業への就職促進」

実務家教員派遣に係るマッチング事業とインターンシップとを連動させた「企業見学会」の実施



参考資料
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１ 「大学・高専機能強化支援事業」の選定概要（本協議会に参画する９大学分）

⚫ 「大学・高専機能強化支援事業（成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に向けた基金）」の公募に

対し、本協議会に参画する道内大学・高専の中では、2023年度に北海道大学・室蘭工業大学・旭川市立

大学・北海道科学大学の４校が、2024年度には北見工業大学、公立千歳科学技術大学、北星学園大

学、苫小牧高等専門学校及び旭川高等専門学校の５校が選定された。

⚫ 各大学等は、デジタル関連の教育プログラムの強化に向けて、本事業の活用のほか独自の取組も展開。

大学等におけるデジタル関連の教育プログラムの強化

旭川市立大学 北海道科学大学 北星学園大学

選定年度 2023年度 2023年度 2024年度

計画
概要

〇地域創造学部を新設（2026年度）
・定員：100人
・「データサイエンス×地域デザイン×マネジメン
ト」の知識を併せ持つ地域イノベーション人材
の養成

○工学部情報工学科を「情報科学部」に格上げ
・定員も増（90人→100人）（2025年度）

〇「総合情報学部総合情報学科(仮称)」の新設
（2027年度）
・定員：100人（予定）
・人文・社会科学の「知」と、デジタル社会に必要
な自然科学の「知」を融合した「総合知」を創
出し、社会のデジタル人材ニーズに応える学部
を構想

（１）支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等（対象：公私立大学）

（出所：各大学へのヒアリングをもとに北海道経済産業局作成）
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（出所：各大学へのヒアリングをもとに北海道経済産業局作成）

１ 「大学・高専機能強化支援事業」の選定概要（本協議会に参画する９大学分）《続き》

●北海道科学大学：データサイエンスやAIの基礎知識を1年生から学ぶことのできる全学共通必修科⽬群「HUSスタンダート」（2024年度）

２ 個別大学等の独自の取組

大学等におけるデジタル関連の教育プログラムの強化

北海道大学 室蘭工業大学 北見工業大学

選定年度 2023年度 2023年度 2024年度

計画
概要

○大学院情報科学院の定員増
・博士後期課程：43人→48人（2030年

度）

・修士課程：196人→229人（2028年度）

○工学部情報エレクトロニクス学科の定員増
・180人→230人（2024年度）

【「ハイレベル枠」選定案件】

○情報電子工学系専攻に「共創情報学コー
ス」新設
・博士前期課程（定員15人）（2024年
度）

【「⼀般枠」選定案件】

○工学専攻に「データサイエンスプログラム」新設
・博士前期課程（定員15人）

（2026年度）

【「⼀般枠」選定案件】

（２）支援2：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化（対象：国公私立大学・高専）

公立千歳科学技術大学 苫小牧高等専門学校 旭川高等専門学校

選定年度 2024年度 2024年度 2024年度

計画
概要

○大学 院理工学研究科理工 学専攻
の定員増 と 「 DX コ ー ス 」及び 「 GX コ ー
ス」の新設（2025年度）
・博士前期課程:20名→60名
・DXコース40名

   ※情報系増員数30名   
・GXコース20名          

【「⼀般枠」選定案件】

〇創造工学科に「情報エレクトロニクス系」
新設（定員80名） （2026年度）

・第3学年からは「情報科学・工学コース」と
「電気情報システムコース」の2コース制
・なお、現行の電気電子系（定員40名）と
情報科学・工学系（定員40名）の再編に

 よる新設

○「システム制御情報工学科」を「AI・デジタル情
報工学科」及び「ロボット・システムデザイン工
学科」に再編・定員も増
（定員40人→64人）（2026年度）



「ほっかいどうデジタル人材 【つなぐ】 就職促進パッケージ」の狙い

⚫ これまで、道内の企業、経済団体、大学・高専等は連携して合同企業説明会やインターンシップ、企業見学等

を実施し、道内企業への就職促進に取り組んできた。

⚫ 本協議会は、既存の就職促進の取組よりも対象・領域を広げて、複数の取組をパッケージ化することで、これ

まで以上に道内企業と学生（教員）との接点を広げ、道内企業への認知度向上・就職促進を進めていく。

⚫ なお、北海道大学が実施するプログラム（「共同研究型インターンシップ」等）とも連携し、プログラムを充実さ

せる。

学生向け
合同企業
説明会

企業
見学
・
現場
見学

浅い（間接的）

教員向け
合同企業
説明会

つなぐ就職促進
パッケージ

実践的
インターンシップ

つなぐ就職促進
パッケージ

焚火
トーク

つなぐ就職促進
パッケージ就業体験・

短期インターン
シップ

北大・共同研究型
インターンシップ

北大×高専
アイデアソン

デジ

は、既存の就職促進の取組を表す

P49参照 P52参照 P53参照

デジ は、本協議会が行う取組（他機関と連携するものを含む）を表す

類型2

産業界が
求める人材

類型5

類型3

類型1

類型4

教育界が
育てる人材

専門人材①
(応用基礎レベル)

専門人材②
（リテラシーレベル）

リテラシー人材

企業の分類

大企業・
スタートアップ等
（先端技術を
有する企業）

中堅・
中小企業等
（ユーザー・
ベンダー）

エキスパート人材
（博士・修士・専
攻科等レベル）

道内企業とデジタル人材（学生）の接点
深い（より直接的）

デジデジ

デジデジ

デジ

既存
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既存 既存

既存


